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地理情報システムの一つである「公共施設案内地図システム」については，現在利用しているサービスの提供が平成２３年度末で終了となる予定であることから，新サービスへの移行等も含め，今後
のあり方について検討を行う。

対　　象　　者

国・県等の動向

市民の日常生活においてＩＣＴが有効に利活用され，利便性が向上できるよう，｢第２次宇都宮地域情報化計画｣に基づき，事業を着実に実施するとともに，新たな市民サービスの向上に資する情報化
施策事業の掘り起こしを行うなど，内容充実に向けた取り組みを進めることにより，継続的に本市の地域情報化を推進していく。

「汎用受付システムの活用促進」については，一層の市民の利便性向上のため，施設予約システムの対象施設の拡大や施設予約システムを活用した新たな行政サービス（講座・イベント等の申込み）
の提供について調査検討を行うとともに，地方税等の電子申告の実施に向けた取組を進めていく。また，平成21年度に開設した総合スポーツ情報サイト「u-sports」や子育てに関する情報を集約し
たホームページ「宮っこ子育て応援なび」の内容充実を図るなど，ICTを利活用した市民生活に役立つ情報発信をさらに進めていく。

外部意見
その他

情報通信技術が急速に進展し，市民ニーズも多様化・高度化していることから，情報化を活用したまちづくり推進や市民
サービスの向上などへの対応がより一層求められている。
国においては，平成２１年７月に「ｉ-Japan戦略2015」を策定し，「電子政府・電子自治体」を重点分野の１つに位置
付け，ICTを利活用した国民へのワンストップサービスの提供を行う電子自治体クラウドの実現を目指している。また，県
においては，県民の利便性向上を図るため，インターネットによる各種申請届出システムを導入し，順次，サービス拡大を
図っている。

平成２０年度に実施した「大学生によるまちづくり提案発表会」において，スポーツ情報取得における市民の利便性向上，
スポーツ団体の活性化など，本市におけるスポーツ振興を図るため，市内のスポーツ情報を総合的に網羅し，さまざまなス
ポーツ関係者の参加と利用が可能な情報受発信の場として参加型スポーツ総合サイトの作成・運営が提案された。

重点事業

３　今後の取組方針
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情報政策課

施　策　カ　ル　テ
１　施策の位置付け

２　施策の現状と達成状況，課題の抽出

市民生活の情報化の推進

②施策目標

目標値

●
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明

十分である
不十分な事業が
一部ある

担当課 情報政策課

総合計画
　政策の柱

政策目標
（基本施策目標）

市民や地域の企業が，ＩＣＴ（情報通信技術）を利活用し，よ
り良い日常生活を送り，より活発な企業活動を展開していま
す。

「高度情報化社会の恩恵を享受できる環境づくりを推進する」ため，日常生活での利便性の向上のための「市民生活
の情報化の推進」，地域での企業活動の活発化のための「地域産業の情報化の推進」に重点的に取り組みます。

都市のさまざまな活動を支える都市基盤の機
能と質を高めるために

政策名
（基本施策

名）

高度情報化の恩恵を享受できる環境づくりを推進
する

取組の
　基本方向
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実績値 実績値

不十分な事業が
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説
明

継続

4,422

事業費 事業費

(千円) (千円)

重点度
（Ａ～Ｃ）

情報化推進本部会議や情報化専門会議の開催が「市民生活の情報化の推進」に寄与する新規・拡充事
業の掘り起こしにつながるよう，効果的な運営を行う。

広報紙とともに市政情報を住民に伝える重要な手段であることから，今後とも，即時性・利便性を確
保しながら，より一層の内容充実を図る。

5,416

B

10,258 B

平成２２年１０月に庶務事務システムを稼動し，内部管理システムが全面稼動できるよう，システム
開発を継続するとともに，システムを活用した情報公開への対応についても調査検討していく。

継続 地理情報システムの利活用を進め，市民サービスの向上や業務の高度化・効率化を進めていく。

―

説
明

公共施設予約システムや公共施設案内地図システムの稼動など，市民サービスの向上に
向けた取組を進めており，概ね期待通りの効果を上げている。

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

市民サービス向上のため，施設予約システムの対象施設拡大を図るとともに，本システムを活用した
新たな行政サービスの提供についても検討を行う。

Ｈ２０ Ｈ２１Ｈ２１

378

332

実績値

やや不十分であ
る

不十分である

公共施設予約システムについては，目標を上回る対象施設数の拡大が図られ，その他の
事業についても概ね計画どおり進捗している。

⑨政策評価
会議意見

・ICTの利活用による一層の市民の利便性向上を図るため，これまでの取組を着実に実施す
るとともに，新たな市民サービスの向上に資する情報化施策事業の掘り起こしを積極的に行
うなど，内容充実に向けた取組を進めていく。
・「汎用受付システムの活用促進」の施設予約システムについては，順次，対象施設数の拡
大を図るとともに，地方税の電子申告の実施に向けた取組を進めるなど，新たなサービス提
供に向けた検討を行っていく。
・「地理情報システムの整備」の公共施設案内地図システムは，現行サービスが平成23年
度末で終了となるため，新サービスへの移行など，今後のあり方について検討を行う。
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本市の情報化の指針である「第２次宇都宮地域情報化計画」に基づき，概ね計画どおり
に各種施策事業を実施しており，着実に市民生活の情報化を進めている。

市民意識調査結果によると，施策重要度は相対的には低い状況であるが，引き続き増加
傾向にあることから，ＩＣＴを利活用した市民サービスの向上が求められている。
また，情報化の急速な進展という社会的潮流の中，本市市民の情報化対応の必要性も増
加している。
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本市においては，携帯電話やパソコンの普及率が中核市の中で上位に
あるなど，情報通信機器の導入が進んでいるとともに，公共施設予約
システムについては，目標以上の対象施設数での拡充が図られるな
ど，「市民生活の情報化の推進」は，一定の成果を挙げている。

（政策目標への効果）

1
汎用受付システムの活用促進

市民・企業・行政
情報政策課担当課

● 十分である
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適切性

69
構築する業務システム数(延べ数)

6938

38

384,833

ホームページ更新回数

23

宇都宮地域情報化推進本部会議開催
数(専門会議の開催を含む)

4

756 756

756 756

施　策　事　業　費　合　計 308,866

広報広聴課担当課
市民 Ｈ９

市ホームページによる広報事業

これまで，市民生活の情報化の推進に向けて，様々な取組を進めてき
たが，市民意識調査結果によると，施策重要度が上昇していることか
ら，今後とも，市民により身近なICTの利活用方策の推進に取り組んで
いく必要がある。

地域情報化計画の推進及び推進組織の運営
市民・企業・行政

担当課 情報政策課

担当課

地理情報システムを活用した個別シ
ステムの構築数(延べ数)

9 10
12,125

―---―指標④
（特記事項）

携帯電話普及率【平成21年度行政水
準調査】(中核市順位)

１位(41市中)
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①施策名

指標③

日常生活において，ＩＣＴが有効に利活用され，市民の利便性が高まっています。

施　策　指　標（単位）

指標①
（総合計画
に基づく指

標）

指標②

本市のブロードバンド回線利用に占
める光ファイバーの割合（％）

10
2

地理情報システムの整備
市民・企業・行政 H11

担当課 情報政策課 9
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